
⑶ 成果と課題及び指導改善のポイント 

小学校算数（小学５年生、中学１年生） 

成果(◇)と課題(◆) 

 

 

 

 

 

 

 

指導改善のポイント（次の視点から授業を振り返り、チェック☑してみましょう。） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

◇ 小数の加法、同分母の分数の減法、整数や分数の除法の計算の基礎的な技能が身に付いている。 

（小学５年生１⑴⑵⑷、中学１年生１⑴⑵⑶） 

◇ 道のりと時間から速さを求めることができている。           （中学１年生６⑶） 

◇ 展開図を組み立ててできる立体の面の位置関係、ものの位置の表し方を理解することができて

いる。                              （小学５年生７⑵、14） 

◆１ 整数の除法の筆算の仕方の理解や、除数が分数や小数の除法において、被除数と商の大きさの

関係の理解に課題が見られる。            （小学５年生２⑴、中学１年生２⑵） 

◆２ １８０度より大きい角の大きさを求めたり、三角柱の体積を求めたりすることに課題が見られ

る。                        （小学５年生４⑵、中学１年生５⑵） 

◆３ 示された情報を基に具体的な根拠を挙げて説明したり、仮の平均を用いて考えを解釈し示され

た数値を基準とした場合の平均の求め方を説明したりすることに課題が見られる。 

                               （小学５年生５、中学１年生７） 

◆１ 整数の除法の筆算の仕方や、除数が分数や小数の除法において、被除数と商の大きさの関係を

理解することができるようにするためには、次のような指導を行うことが大切です。 

□わり算では、わられる数よりも答えが小さくなると考えてしまう児童のつまずきを生かして、正し

い答えを考えたり説明したりする活動を授業に位置付けていますか。 

□筆算で求めている計算途中の数が、どのような大きさを表しているのか、これまでの計算の仕方な

どを用いて説明するように指導していますか。 

◆２ １８０度より大きい角の大きさを求めたり、三角柱の体積を求めたりすることができるようにす

るためには、次のような指導を行うことが大切です。 

□底面積の形や底辺と高さの関係に着目して、体積を求めるために必要な辺の長さはどこかを説明す

る活動を授業に位置付けていますか。 

□角の大きさや体積をどのように求めたのか、根拠を明確にして説明する活動を授業に位置付けてい

ますか。 

□角の大きさに見当を付け、角の大きさが「９０度よりも小さい」「１８０度よりも大きく２７０度よりも小

さい」というように直角の大きさを基準として角の大きさを判断するように指導をしていますか。 

◆３ 示された情報を基に具体的な根拠を挙げて説明したり、仮の平均を用いた考えを解釈し示され

た数値を基準とした場合の平均の求め方を説明したりすることができるようにするためには、次

のような指導を行うことが大切です。 

□式のみを提示し、どのように考えているのかを解釈して説明する活動や、根拠が不足している児童

に、足りない根拠が明らかになるように説明する活動を授業に位置付けていますか。 

□式に使われている数が何を表しているのかを説明したり、求めた数が何を表しているかを考えたり

する活動を授業に位置付けていますか。 

□問題解決に必要な数量を見いだすことができるように、複数の資料を提示したり問題を工夫したり

していますか。 

 

 他にも，ヒントがいっぱい。ぜひ，こちらもご活用ください！ → ここをクリック 

佐賀県教育センターの「プロジェクト研究」では、新学習指導要領で示された三つの資質・能力を育成するために、

日々の授業をどのように改善すればよいかを提案しています。質的改善のための具体的な手立て（方法）とその手立て

に基づいた質的改善の営みを紹介していますので、ぜひ、ご活用ください。 
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誤答分析を基にした指導改善（小学５年生 算数科） 

 

■ 設問の概要と結果 

 出題の趣旨（出題方法） 設問の内容 県正答率 十分達成 

 

問５ 

示された情報を基に、運動会で

白組が優勝できる理由を、具体

的な根拠を挙げて説明すること

ができる。（記述式） 

リレーが始まる前の各組の総合得点と、その後

に行われるリレーの得点が情報として示されて

いる。その示された情報を基に、白組が優勝で

きる理由を説明する。 

２９.８ ７５.０ 

無解答率 おおむね達成 

８.８ ５５.０ 

【正答の条件】 

「赤組…２位、青組…３位、白組…１位」とし、リレーが終わった後の赤組、青組、白組の総合得点を基にして説明し

ているものを正答とする。 

 

■ 誤答例と解説 

  児童の解答状況を分析した結果、次のような誤答傾向が見られました。 

誤答例１ 誤答例２ 誤答例３ 

 

■ 改善・充実に向けて 

  根拠を過不足なく挙げて説明したり、問題解決に必要な数値を適切に取り出して考えたりすること

ができるようにするためには、授業中に、次のような活動を設定することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤組が２位、青組が３位のとき、白組が１

位になります。 

赤組は ４９４＋２０＝５１４ 

青組は ５１２＋１０＝５２２ 

だから、赤組が２位、青組が３位、白組が

１位になる。 

正しい順位を考え、青組と赤組の正し

い順位と点数を求めることはできてい

るが、白組の点数を記述しておらず、

根拠が不足している。 

赤組が２位、青組が３位のとき、白組が１

位になります。 

青組が３位だと、５１２＋２０＝５３２で５３２

点。赤組が２位だと、４９４＋４０＝５３４で

５３４点。赤組の点数が高いので赤組が

勝つと思います。 

正しい順位を考えることはできている

が、問題解決に必要な数値を適切に

取り出して点数を求めることができて

いない。また、根拠が不足している。 

赤組が２位、青組が３位のとき、白組が１

位になります。 

青組が２位になると白組が優勝できなくな

って、青組が３位になったら優勝できるよ

うになるから。 

正しい順位を考えることはできている

が、リレーの順位から各組の総合得

点を求めて説明することができておら

ず、根拠が不足している。 

赤組が２位、青組が３位のとき、白組が１位に
なります。 
青組は、５１２＋１０＝５２２で５２２点 
赤組は、４９４＋２０＝５１４で５１４点 
だから、赤組が２位、青組が３位のとき、白組
が１位になります。 

青組が３位だと、５１２＋２０＝５３２で５３２点 
赤組が２位だと、４９４＋４０＝５３４で５３４点 
赤組の点数が高いので赤組が勝つと思います。 

５１２＋２０の２０は、何を表しているのですか？ 

① 足りない根拠が明らかになるように、説明する。 ② 立式で使っている数が何を表しているのか、どこから

見つけてきたのかを説明する。 

赤組と青組の点数は、正しく説明できています
ね。赤組よりも青組の方が総合得点が高くなる
ことは分かりました。でも、白組が１位と言える
理由はなぜですか。 

その２０は、どこから見つけてきたのですか？リ
レーで３位になったときの得点は何点ですか？ 

青組がリレーで３位になったときの得点です。 

白組の点数は、４８３＋４０＝５２３で５２３点で、
青組、赤組よりも点数が高くなるからです。 
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